
合理的配慮理解
子どもに劇でユニバーサル
デザイン（UD）を伝える
ワークショップ

事業２



【1日目】2023.8.16
まちで出会った「困った体験」「よかった体験」
を出しあい、寸劇にしよう

¡ 10:00 参加者自己紹介、趣旨説明、研修前アンケート実施
¡ 10:30 講義「合理的配慮について」
¡ 11:30 まちで出会った「困った体験」「よかった体験」を
¡ 出しあおう
¡ 12:30 ～休憩～（事務局でシナリオ骨子作成）
¡ 13:00 シナリオ骨子を読み上げ、参加者の発言した内容が
¡ 活かされているか、違和感がないかを確認しながら、
¡ 意見交換。
¡ 14:00 ランチ（カレー）
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講義「合理的配慮について」



まちで出会った「困った体験」「よかった体験」を出しあおう

■お店・レストランで
・足が不自由な人｜店に行く時は、よく対応して
もらっている。店の人が買った商品の袋を車まで
持ってきてくれる。

■銀行で
・車いす使用者｜銀行に行った時、エライ人の前
でサインをする必要があったが、２Fへは階段だけ
でいけなかった。係の人がエライ人のところに
いったが「お客さんが２Fに来られないのは私の問
題ではない」と言った。翌日もう一度行くとお客
が車いすの人で２Fに行けないことを知り、エライ
人が１Fに降りてきて用事が済んだ。

■駐車場で
＜昔の出来事＞

・車いす用の駐車場｜車いすではない人が
止めていても何もできず、諦めなければ
いけなかった。

＜今の出来事＞
・車いす用の駐車場｜車いすではない人が
止めている時、警察に電話すると、止め
ている車を移動するように注意してくれ
る。

■タクシーの運転手さんと
・車いす使用者｜イヤな感じはないが、障
害者のことを理解していないようで、ど
うやって手伝ったらいいかちょっと不安
に感じているような時がある。
→そんな時は話しかけて、仲良くする。
「私もあなたと同じです」



まちで出会った「困った体験」「よかった体験」を出しあおう

■人の気持ち
・車いす使用者の若い女性｜親と一緒に行動している
ので不便はないが、人が自分のことをじっと見ること
があって、気持ちが良くない。
・視覚障害者｜周りの人の偏見を感じることが多かっ
たが、障害があっても1人で行動することを「素晴ら
しい」と思ってくれる人もいる。ネガティブなことば
かりでなく、ポジティブなこともあると思ってもいい
かもしれない。

■学校で
・足の不自由な男子高校生｜試験を受ける時、いつも
と違う教室で入れなかったことがある。校長先生に相
談したら「いつもの教室で受けてくだい」と言われて、
無事試験が受けられた。
・視覚障害者｜目の不自由な子どもは、体育時間、み
んなと一緒に行動できないので、教室で1人待ってい
ることがある。自分が盲学校の教師の時、チェスなど
をできるようにした。



【2日目】2023.8.17
寸劇を完成させて、子どもたちの前で発表しよう

¡ 10:00 集合、昨日のシナリオをもとに、役割分担を決め、
¡ 肉付けしながらリハーサル。
¡ 11:50 会場設営
¡ 12:00 子どもたち入場、寸劇発表会スタート
¡ 12:40 感想、研修後アンケート実施
¡ 13:00 ランチ（焼きそばとカレー）しながら交流
¡ 15:00 終了

リハーサル風景 ↑
大勢の前で発表→



〜寸劇の様子〜



まとめ

１ 障害の有無に関わらず
同じ人間であること伝えられた

２ 合理的配慮の理解が深まった

３ 寸劇は効果がある
大勢の子どもや大人が参加

寸劇終了後、みんなの前で一言感想


